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世界的なエネルギー移行が進んでおり、こうした動きを支援す
る新たなテクノロジーに注目が集まっています。例えば、人々
の日常生活では電気自動車を利用する機会が増えています。
S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス（以下、「S&P DJI」と
いう）はS&P Global Commodity Insights（以下、「SPGCI」と
いう）と協力して、S&P GSCI 電気自動車メタル指数の算出を
開始しました。この指数は、電気自動車の生産に使用されるコ
モディティのパフォーマンスに連動することを目指します。 

1. この指数を開発するきっかけとなった要因は？ 

お客様の間では、エネルギー移行へのエクスポージャーを提供する投資可能なテ
ーマ別戦略に対する需要が高まっており、こうした需要に応えてこの指数が開発
されました。エネルギー移行への取り組みは、金融市場の参加者にとって大きな
課題となっていますが、その一方で大きな投資機会も提供されています。コモデ
ィティ市場ほど2つの構造が明らかに存在する市場は他にありません。 

歴史的に見ると、テクノロジーの発展は、コモディティ価格の下落要因として
作用してきたと考えられます。技術革新によって代替品の利用が可能となり、
生産性が向上したため、それほど多くの原材料を使用しなくても需要を満たす
ことができるようになりました。しかし、脱炭素化への取り組みでは、これと
は全く逆のことが起ります。グリーン・テクノロジーの採用が進むに従い、よ
り多くのコモディティ（特に金属）が必要になると見込まれます。内燃機関自
動車（ICEV）から電気自動車（EV）への移行は、脱炭素化における最も顕著
でかつ急速な動きの1つであると言えます。S&P GSCI 電気自動車メタル指数
は、電気自動車に使用される金属部品のパフォーマンスを測定するように設計
されています。 

 

https://www.spglobal.com/spdji/en/indices/commodities/sp-gsci-electric-vehicle-metals-index/?utm_source=pdf_education&overview
https://www.spglobal.com/spdji/en/indices/commodities/sp-gsci-electric-vehicle-metals-index/?utm_source=pdf_education&overview


 
2. 今、この指数の算出を開始した理由は？ 
足元ではEVが主流になりつつあり、EVはもはや幼稚産業ではありません。 
市場参加者は、EV市場のパフォーマンスに連動し、EV投資を評価し、EV投
資戦略を策定する方法を模索しています。この指数は、EVの生産に使用され
る金属部品を生産量加重ベースで複製する革新的な指数となっています。
SPGCIの予想によると、プラグインEVの普及を受け、2040年までにガソリ
ン及びディーゼル燃料の消費量が世界全体で1日当たり500万バレル以上も減
少する可能性があります1。その一方で、EVの生産に使用される金属の需要
は増加すると予想され、特に銅やリチウムの需要は600%近く増加すると見
込まれます2。 
 
 

 

 
 
 

 
当社の最新のリサーチ、教育、及びコメントを受け取るには、on.spdji.com/SignUp で登録してください。 
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EVの生産拡大に伴って、EV向けバッテリーに使用される金属（コバルトやリチウムなど）を取
引する新たな商品先物市場の創設が進んでいます。流動性の高い先物市場は、コモディティ市
場における価格発見機能の向上を促し、公正な価格形成に寄与します。また、流動性の高い先
物市場が創設されれば、EVに使用される全ての主要金属部品の動きを反映する指数を構築する
ことも可能となります。 

 
3. この指数はどのように構築されるか？ 

S&P GSCI 電気自動車メタル指数は、商品先物に基づく指数であり、EVの生産に使用される金
属のパフォーマンスを反映するように設計されています。SPGCIの専門知識を活用し、指数の
構成銘柄や生産量加重ウェイトを決定しており、この指数は代表的なEVにおける相対的な金属
使用量を概ね反映しています。この指数では、構成銘柄のウェイト調整、追加、または除外を
定期的に行っているため、EVテクノロジーの変化や、新たな金属先物取引の開始及び導入に対
して柔軟に対応することが可能です。 

この指数の構成銘柄は、平均的なEVにおける金属使用量に、その金属の1単位当たりの平均
価格を乗じた値に基づいてウェイトが設定されます。このウェイトはEVにおける金属部品
の相対的コスト（または価値）を示します。SPGCIが定義するバッテリーの金属の構成要素
（コバルトやリチウムなど）のウェイトには、契約取引量要件や流動性要件に基づいて上限
が設定されるため、この指数は複製可能かつ投資可能な指数となります。 

 
4. この指数を使用することにより、最も恩恵を受ける対象者は？ 
この指数は、金融市場全体にわたり様々な役割を果たすことが可能であると考えられます。こ
の指数は、EVの生産に不可欠な主要金属の価格パフォーマンスに連動するベンチマークとして
設計されました。また、上場取引型金融商品などの金融商品の基礎として使用することも可能
です。この指数は、すでにコモディティ市場で活発に取引を行っている市場参加者にとって魅
力的な商品になる可能性があります。また、伝統的にコモディティ市場にエクスポージャーを
保有していないものの、エネルギー移行に関連する戦略に興味のある投資家にとっても魅力的
な商品になる可能性があります。 

 
5. この指数におけるSPGCIの役割は？ 
SPGCIは、エネルギー移行、バッテリー用金属、及びEVなどの分野における専門知識を有してお
り、コモディティ市場の評価においても豊富な経験を備えているため、適切な情報に基づいてこ
の指数を構築することができます。SPGCIは、典型的なEVにおける金属使用量を年2回公表する
予定です。この使用量データに基づき、各指数構成銘柄のウェイトを決定します。SPGCIは、EV
の金属部品と、これらの部品の生産量ウェイト（キログラム単位）を公表します。この公表の前
に、SPGCIは市場参加者や業界団体に対するエンゲージメント活動を行い、リサーチ・レポート
やその他の関連リソースを参照することもあります。 

代表的なEVにおける金属使用量に関するSPGCIの年2回のアップデートでは、新たなコモディ
ティを含める場合があります。EVテクノロジーが変化する中で、この指数では新たな構成銘
柄を指数に追加し、そうした変化を的確に反映させることに努めています。SPGCIは、EVに
使用される主要部品を監視しており、バッテリーの化学的要素の変化や進化などについても注
意深く見守っているため、当初の構成銘柄に新たな銘柄が追加される場合があります。 
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6. この指数の構成から判断して、この指数の主なメリットは？ 

S&P GSCI 電気自動車メタル指数では、構成銘柄のウェイト調整、追加、または除外を定期的に行
っているため、EVテクノロジーの変化や、新たな金属先物取引の開始及び導入に対して柔軟に対
応することが可能です。 

この指数のもう1つの重要な特性は、この指数が株式ではなく、商品先物に基づいていることです。
テーマ別指数に株式市場のベータが存在する場合、これらの指数が実体経済における特定のテーマ
または構成要素のパフォーマンスを真に反映することが困難になることがあります。どの企業が
EV市場の主導権を握るかを予想することは困難であるものの、EV車の製造に必要な金属の需給動
向や価格パフォーマンスを測定することは比較的容易であると言えます。 

 
7. S&P DJIとSPGCIのコラボレーションにおいてユニークな点は？ 

S&P DJIは、ベンチマークや投資可能な指数を提供する世界有数の指数プロバイダーです。当社の
指数は、市場パフォーマンスに連動し、ポートフォリオのパフォーマンスを評価し、投資戦略を開
発するために広く利用されています。S&P GSCI指数をはじめとする当社のコモディティ指数シリ
ーズは、コモディティ・ベータ、コモディティ・セクター、単一コモディティ、及びコモディテ
ィ・テーマなどに関する明確な尺度を市場参加者に提供します。 

SPGCIは、コモディティ市場で主導的役割を果たしています。SPGCIは毎日、ニュース、コメント、
ファンダメンタルな市場データ、リサーチ、及び分析などを提供するとともに、現物市場や先物市場
でベンチマークとして広く使用されている数千もの価格評価を公表しています。 

S&P GSCI 電気自動車メタル指数は、SPGCIのデータを組み込んだ初めてのS&P DJIの指数です。金属コ
モディティは重要な投資セグメントであり、この分野においてS&P グローバルの2つの独立した部門の専
門知識を結集できることは非常に画期的なことであると言えます。我々は市場の透明性を改善すること
に努めており、エネルギー移行に関連する成長分野において、ユニークな投資戦略を策定する能力を市
場参加者に提供することを目指しています。 
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Dow Jones Indices does not sponsor, endorse, sell, promote or manage any investment fund or other investment vehicle that is offered by third parties and that seeks to provide 
an investment return based on the performance of any index. S&P Dow Jones Indices makes no assurance that investment products based on the index will accurately track 
index performance or provide positive investment returns. S&P Dow Jones Indices LLC is not an investment advisor, and S&P Dow Jones Indices makes 
no representation regarding the advisability of investing in any such investment fund or other investment vehicle. A decision to invest in any such investment fund or other 
investment vehicle should not be made in reliance on any of the statements set forth in this document. Prospective investors are advised to make an investment in any such 
fund or other vehicle only after carefully considering the risks associated with investing in such funds, as detailed in an offering memorandum or similar document that is 
prepared by or on behalf of the issuer of the investment fund or other investment product or vehicle. S&P Dow Jones Indices LLC is not a tax advisor. A tax advisor should be 
consulted to evaluate the impact of any tax-exempt securities on portfolios and the tax consequences of making any particular investment decision. Inclusion of a security 
within an index is not a recommendation by S&P Dow Jones Indices to buy, sell, or hold such security, nor is it considered to be investment advice. 

These materials have been prepared solely for informational purposes based upon information generally available to the public and from sources believed to be reliable. No 
content contained in these materials (including index data, ratings, credit-related analyses and data, research, valuations, model, software or other application or output 
therefrom) or any part thereof (“Content”) may be modified, reverse-engineered, reproduced or distributed in any form or by any means, or stored in a database or retrieval 
system, without the prior written permission of S&P Dow Jones Indices. The Content shall not be used for any unlawful or unauthorized purposes. S&P Dow Jones Indices 
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WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, ANY WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE OR USE, FREEDOM 
FROM BUGS, SOFTWARE ERRORS OR DEFECTS, THAT THE CONTENT’S FUNCTIONING WILL BE UNINTERRUPTED OR THAT THE CONTENT WILL OPERATE 
WITH ANY SOFTWARE OR HARDWARE 
CONFIGURATION. In no event shall S&P Dow Jones Indices Parties be liable to any party for any direct, indirect, incidental, exemplary, compensatory, punitive, special or 
consequential damages, costs, expenses, legal fees, or losses (including, without limitation, lost income or lost profits and opportunity costs) in connection with any use of the 
Content even if advised of the possibility of such damages. 
S&P Global keeps certain activities of its various divisions and business units separate from each other in order to preserve the independence and objectivity of their 
respective activities. As a result, certain divisions and business units of S&P Global may have information that is not available to other business units. S&P Global has 
established policies and procedures to maintain the confidentiality of certain non-public information received in connection with each analytical process. 

In addition, S&P Dow Jones Indices provides a wide range of services to, or relating to, many organizations, including issuers of securities, investment advisers, broker-dealers, 
investment banks, other financial institutions and financial intermediaries, and accordingly may receive fees or other economic benefits from those organizations, including 
organizations whose securities or services they may recommend, rate, include in model portfolios, evaluate or otherwise address. 
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